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國
本
村
役
瘍
廃
舎
新
築
！

本
村
砂
防
箏
務
所
に
鋤
し
縣
よ
り
貨
物
自
動
車
の
貸
下
の
あ
つ
た
の
を
機

に
多
年
懸
案
で
あ
つ
た
砂
防
事
務
所
の
新
築
案
も
愈
々
具
体
化
し
今
年
中

に
は
是
非
実
貌
み
，
ぺ
く
砂
防
事
務
斯
の
建
築
委
員
を
設
置
し
て
奔
走
偶
々

松
之
山
村
浦
田
口
村
山
眞
雄
氏
所
有
の
鷺
酒
類
販
費
店
舖
を
買
牧
し
、
こ

れ
を
そ
の
ぽ
、
本
村
に
移
築
す
る
こ
茜
、
に
計
画
し
て
い
た
め
で
あ
る
が
、

、
こ
の
店
舗
は
間
q
六
問
奥
行
七
間
総
二
階
立
に
し
て
圷
鍛
に
比
較
し
て
砂

防
事
務
所
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
ば
幾
多
不
便
が
作
う
た
め
に
こ
れ
を
役

悠、

騰
舎
と
し
ず
、
現
役
傷
磨
舎
を
模
檬
替
し
て
自
動
車
々
庫
条
用
の
砂
紡
事

務
所
と
す
る
と
云
う
案
が
直
ち
に
成
立
本
月
八
B
の
第
三
同
臨
時
村
会
に

於
て
正
式
議
決
を
見
た
様
で
あ
る
。

総
工
婁
費
百
二
十
万
円
の
予
定
位
置
は
現
農
業
協
同
紐
合
倉
庫
脇
と
決
定
、

地
主
の
承
認
も
既
に
得
て
あ
る
の
で
近
々
部
落
総
代
会
を
招
集
し
て
、
こ

の
建
築
費
の
負
担
額
を
決
定
す
る
、
こ
と
、
な
つ
た
ゆ

昨
年
よ
ち
新
学
鋼
々
度
に
ま
る
整
備
費
六
百
余
万
円
を
負
櫓
し
た
村
民
の

苦
痛
も
思
う
ぺ
き
と
こ
ろ
も
あ
る
が
本
村
発
展
の
た
め
一
段
の
奮
発
を
要
一

望
さ
れ
る
様
で
あ
る
o

な
お
落
成
の
曉
は
郡
内
唯
一
の
役
場
で
あ
り
来
る
べ
き
時
機
に
町
制
を
敷

く
も
何
等
そ
ん
色
は
な
‘
い
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
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團
指
導
農
場
を
，
買
牧
！

終
載
後
農
村
の
指
導
機
關
と
し
て
そ
の
筋
の
指
示
の
許
に
建
設
さ
れ
た
松
一

代
農
業
被
術
指
尊
農
場
は
贈
策
の
更
新
に
よ
り
縣
へ
移
還
更
に
本
郡
町
村

協
議
会
の
纒
螢
．
す
る
ご
こ
ろ
に
な
り
【
東
頸
城
郡
農
業
改
良
普
及
所
】
と

な
つ
た
の
で
あ
る
が
本
郡
町
村
醜
議
会
は
國
及
ぴ
縣
の
方
針
に
則
り
こ
れ

を
贋
止
し
て
は
と
の
機
浬
に
立
至
つ
た
、
、
め
建
築
物
設
備
及
び
甫
傷
の
耕
、

作
構
一
．
切
を
本
村
に
護
渡
U
を
す
る
こ
と
＞
な
つ
た
。

こ
の
内
は
一
、
離
ば
現
に
種
畜
瘍
と
ひ
て
使
用
し
て
お
る
が
、
，
事
務
厨
作
業
．

斯
甫
場
及
び
乏
の
設
備
ば
松
代
高
等
学
校
と
し
て
使
用
す
る
も
の
と
み
ら
・

れ
る
に
至
つ
た

　
　
　
ノ
カ
、
も
　
馬

團
農
地
改
革
の
一
段
落
に
當
り
て

　
一
説
に
は
農
地
改
革
・
．
一
段
落
が
、
つ
い
覆
の
で
本
月
中
に
農
地
調
整
法
敢

正
し
て
農
地
委
員
邊
婁
行
な
わ
鷲
と
傳
え
ら
れ
て
い
る
・
兎
に
角

　
こ
の
大
改
革
が
地
主
の
理
解
あ
る
解
放
と
農
地
委
員
各
位
の
ニ
ケ
年
間
に

」
日
蓄
努
力
に
よ
つ
て
無
箏
『
段
階
を
突
破
し
た
こ
と
は
を
の
努
力
そ
の
理

、
解
に
劃
し
深
甚
の
謝
、
惹
と
敬
意
を
表
惑
ね
ば
な
ム
ぬ
コ

　
、
｝
部
に
自
作
創
設
側
に
お
い
．
て
自
己
0
思
う
土
地
が
得
ら
れ
な
か
つ
た
事

　
等
か
ら
農
地
分
配
に
つ
い
で
兎
や
角
云
う
こ
と
も
風
聞
す
る
が
そ
れ
等
は

　
自
己
を
深
く
反
省
す
れ
ば
自
然
到
づ
て
来
る
こ
と
、
も
窺
え
る
。

尼
の
農
地
改
革
の
近
因
は
敗
戦
に
困
る
遣
の
と
錐
も
遠
く
よ
り
農
民
の
こ

，
の
解
放
を
希
つ
て
い
た
こ
ご
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

　
渉
、
う
す
れ
ば
輩
に
敗
戦
の
結
果
の
み
よ
る
も
の
と
は
云
え
難
い
の
で
あ
る

　
然
ら
ば
な
ぜ
農
民
は
農
地
の
解
放
を
希
つ
て
い
た
・
こ
と
で
あ
ろ
う
か
な
ど
・

今
更
篁
、
学
る
迄
も
な
い
、
今
こ
そ
農
民
は
緊
三
番
と
す
る
絶
好
の
秋

　
で
あ
る
自
作
農
創
設
は
出
未
た
一
部
に
受
小
作
も
あ
る
と
聾
6
耕
作
権
は

㎝
笙
し
t
こ
の
機
を
逸
し
て
他
に
農
蘂
簗
譲
藁
く
肇
い
つ

　
魏
齢
饗
脾
羅
に
濾
欝
繭
難
罐
鍼
勧
鍵
講
勧

｝
一
部
受
小
作
者
ば
耕
作
棲
の
確
立
の
、
び
れ
た
め
も
知
ら
す
未
だ
旦
那
の
土
地

循
で
あ
る
と
す
る
か
ち
で
あ
る
ぐ
、
詰
氏
が
地
主
と
な
り
愛
り
從
前
通
り
の
受

跡
逸
じ
あ
る
な
ら
ば
倉
の
囁
肇
の
霧
警
う
馨
か
從
詮

　
寿
作
地
の
所
有
権
の
獲
得
に
没
頭
し
た
檬
で
は
な
か
ろ
う
と
思
う
。
供
出

、
の
面
為
納
税
の
面
路
共
の
筋
の
手
歎
を
煩
す
時
に
既
に
昔
の
夢
で
な
け
れ

　
ぱ
な
ら
な
い
。
季
和
で
文
化
的
で
建
設
的
た
る
理
想
に
近
い
農
村
と
な
り

籍
翻
鮪
碑
融
麓
鴫
致
し
た
．
爲
に
紛
ほ
避
講
も
今

嶋
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金
ヅ
マ
リ
の
話
が
ボ
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く
！

O
農
か
ん
期
の
出
稼
者
多
籔
求
め
ま
す
2

求
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地

・
事
業
種
類

從
事
す
る
職
揚

就
業
時
問
と
休
β

探

用
條
件
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松
建
設
株
式
会
説
信
濃
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出
張
所
　
井
　
　
上
　
　
茂
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新
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中
魚
沼
郡
上
野
村
大
字
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野
一
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三
四
一

信
濃
川
水
力
発
電
第
三
期
工
事
、
（
第
咽
工
匪
）

電
力
士
建
　
ト
ン
ネ
ル
工
事
砂
利
探
取

実
働
八
塒
欄
週
休
制
な
惹
も
協
定
に
依
り
月
休
日
二
回
と

す
る
・

、
年
　
令
　
　
二
十
才
以
上

体
力
、
＝
強
健
な
る
も
の

粥
劉
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意
に
な
寛
込
　
・

共畠特教霞寄
　　養　、
の難宿
　　其，．
他色他設舎

独
身
棺
塗
　
　
六
十
人
収
容
　
　
へ
十
円
前
後

工
事
匿
域
内
に
ニ
ケ
所
儲
院
あ
り

高
級
ラ
ジ
オ
設
備

公
共
事
業
所
と
し
て
鐵
道
電
化
の
爲
⑳
工
事
秘
で
あ
り
明
る

く
樂
し
く
働
き
得
惹
と
a
信
を
持
つ
て
居
う
ま
ず
、

o
毎
月
二
の
塁
百
、
＋
二
日
、
．
二
＋
二
E
）
華
ラ
ッ
ク

　
に
，
て
逡
迎
致
す
こ
と
に
な
り
て
い
ま
す

O
勅
出
謹
明
臓
不
吊
で
す
が
、
そ
れ
に
代
っ
て
飯
米
持
出
設

　
朋
を
発
行
し
、
剛
部
保
有
農
家
を
除
ぐ
外
は
飯
米
先
渡
等

　
の
關
係
が
あ
り
ま
す
の
で
’
一
白
龍
つ
き
三
合
位
持
参
願
い

　
ま
す

O
縦
具
成
る
べ
く
持
参
下
さ
い

爾
詳
細
に
つ
い
て
は
役
蕩
職
業
係
へ
御
問
合
せ
下
さ
い
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9
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囹

松
代
村
養
魚
殖
組
合
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
・
■
、
井

い
て
1

儀

市

松
代
村
養
魚
殖
組
合
は
典
型
的
軍
作
地
傷
の
殻
主
農
業
が
淡
望
な
財
目
に
た
ち

い
た
り
農
業
経
螢
の
合
理
化
が
叫
ぱ
れ
る
現
今
農
村
副
業
の
一
’
．
つ
と
し
て
村
民
．

の
収
盆
を
壇
す
こ
と
或
は
地
形
に
め
寸
ま
れ
す
從
つ
て
交
樋
不
便
奪
惹
爲
年
中

を
通
じ
て
も
鮮
魚
等
口
に
す
る
こ
．
ε
だ
に
出
来
得
す
」
い
さ
お
い
動
物
質
蛋
訂

の
不
足
を
き
た
L
想
わ
ぬ
病
に
憎
ま
さ
れ
ξ
村
民
に
榮
養
食
を
普
及
さ
せ
体
育

の
向
上
を
は
か
り
文
化
的
生
活
を
讐
み
得
み
村
に
発
展
さ
す
べ
く
を
目
的
と
し

て
郡
内
出
身
に
し
て
最
も
熱
心
に
御
協
か
下
さ
る
岩
野
縣
会
議
員
の
御
指
導
を

頂
き
村
養
魚
熱
心
家
蚊
に
村
有
志
に
依
る
発
起
人
会
即
絡
会
を
開
催
協
議
の
結

果
三
十
名
の
會
員
を
有
す
者
村
翠
一
．
養
魚
殖
組
合
と
し
て
六
丹
六
日
発
足
も
取

敢
㌻
本
年
携
事
業
と
し
て
稻
田
養
鯉
¢
普
盈
務
め
る
こ
と
を
議
決
し
、
鯉

苗
の
斡
旋
を
行
う
こ
と
、
し
陀
¢

松
代
村
養
魚
殖
組
合
を
廣
く
村
民
一
般
が
理
解
し
組
合
に
．
枷
入
し
多
敷
の
會
員

を
持
づ
組
合
と
な
れ
ぱ
只
軍
に
稻
田
養
鯉
の
み
に
と
穿
ま
ら
す
澁
海
川
に
ア
ユ

ヤ
ッ
メ
。
鯉
等
を
放
育
し
或
は
魚
道
施
設
の
改
良
等
も
行
い
得
て
村
内
の
勘
物

質
蛋
白
の
補
給
の
み
で
な
く
村
外
或
は
郡
外
輸
倒
も
望
め
る
課
で
あ
る
か
略
多

数
の
加
入
を
紐
合
で
は
要
望
し
て
居
る
。

前
述
の
如
き
目
的
を
以
て
発
足
ル
た
本
組
合
は
月
的
達
成
の
爲
家
の
様
な
事
業

を
行
う
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松
代
村
養
ヤ
魚
徽
綴
合
に
つ
　
し
つ
y
ぎ

　
欄
、
養
鯉
率
業
振
興
方
策

　
A
村
内
食
用
錦
鯉
の
鯉
叢
を
配
分

　
8
優
良
膏
鯉
の
共
同
購
入

　
C
優
良
種
の
品
評
会
開
催

　
D
生
産
鰹
の
共
同
輸
出

　
E
翁
料
資
材
の
共
同
購
入

二
、
淡
水
魚
業
の
発
展

　
A
稻
田
養
鯉
を
以
て
蔑
村
副
業
た

　
　
ら
し
め
る

　
B
稻
田
養
鯉
に
依
る
榮
養
食
の
普

　
　
及

三
、
醗
海
川
の
魚
類
塘
殖

　
A
ア
ユ
、
ヤ
ッ
メ
仔
鯉
の
放
流
．

四
、
魚
道
施
設
の
改
良

　
A
堰
堤
に
魚
道
の
設
置

玉
、
害
鳥
撲
滅
共
の
伽

創
立
総
会
協
議
の
結
果
役
員
吹
の
通

り
決
定
さ
れ
た

松
代
村
養
魚
殖
組
合
役
員

紐
合
長

副
組
合
長

〃〃〃〃〃〃〃〃，理

　　　　　　　　事長長

4本市市島若柳小柳市柳
野山川川田月　堺　川
島

　祀，文元幾素幡長喜馬宗
　　治　次　　　三　一
茂心郎策郎李臓李次藏郎

　
轡
」
　
〆
藩
’
恥
一
塾
伊

幽
わ
か
し
達
の
村
に
健
全
ご
樂
を
ー

　
　
　
　
そ
し
て
隣
組
も
家
族
も
学
生
蔦
職
入
も

　
　
　
　
　
　
　
若
人
も
み
ん
な
で
樂
し
め
る
も
の
を
／

降
雪
の
め
づ
ら
し
く
少
な
い
年
で
．
こ
ん
な
結
構
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。願
う
こ
と
は
毎
年
こ
の
様
で
あ
つ
て
も
ら
炉
度
い
。

若
葉
の
芽
よ
り
も
早
く
ボ
ー
ル
が
室
を
飛
び
、
縄
と
ぴ
縄
が
地
上
に
弧
を
給

が
く
、
土
の
出
現
と
共
に
ス
ボ
■
ッ
の
躍
進
も
の
す
ご
く
何
処
も
彼
処
も
種

々
な
蓮
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
現
在
野
球
熱
は
大
い
し
忙
も
の
で
ボ
薯
ル
を
扱
う
も
の
は
勿
論
西
澤

別
当
の
ホ
ー
ム
ラ
γ
と
か
亘
人
と
阪
紳
は
ど
う
だ
と
か
野
球
誤
義
が
多
《
フ

ア
ソ
の
薮
の
相
当
な
も
の
で
彫
よ
う
。

本
村
に
於
て
も
こ
れ
が
意
識
嫉
旺
盗
な
も
の
で
ど
こ
の
隅
で
も
あ
ら
ゆ
る
会

合
に
遇
行
な
わ
れ
話
亭
れ
て
居
り
ま
す
が
健
全
娯
樂
・
体
育
の
向
上
・
明
朗
化

忙
ス
ボ
2
ッ
の
普
及
が
非
常
に
偵
値
を
示
め
る
⑳
マ
あ
う
ぎ
し
て
野
球
を
樂

が
建
議
彦
麟
唾
ん
で
し
た
が
幸
い
六
月
五
日
節
く
の
佳
日
に
午
滑
一
時
松
代
小

．
攣
綾
に
村
の
精
観
が
集
い
第
嘲
回
の
球
技
（
野
球
・
排
球
）
大
会
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

毎
度
氣
遣
わ
れ
た
天
候
も
何
等
心
配
な
く
天
氣
は
上
々
、
絶
好
奪
コ
ン
デ
響

シ
ヨ
ソ
の
も
と
に
選
手
諸
氏
も
は
り
き
づ
て
奮
闘
致
し
ま
し
た
。

又
襯
衆
の
方
々
も
丁
度
休
日
の
爲
非
常
に
多
く
鷹
援
・
激
働
天
を
つ
く
勢
で

誠
に
盛
大
な
会
と
し
て
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

皆
檬
の
御
援
助
に
封
し
村
文
化
発
展
砂
爲
戚
謝
致
し
度
い
と
思
い
ま
す
。

左
仁
当
日
の
戦
況
報
告
と
（
野
球
・
排
球
）
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い

て
の
説
明
を
簡
翠
に
致
し
ま
す
。
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◎
二
紐
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別
れ
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一
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九
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る
方
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圖
”
の
O
の
と
二
ろ
に
位
置
に
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く
　
（
九
番
ま
で
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◎
攻
め
る
方
は
×
の
と
こ
ろ
に
鋼
人
づ
つ
順

．
番
に
立
づ
て
バ
．
ッ
ト
を
持
ち
◎
の
と
こ
ろ

　
か
ら
未
を
球
を
ふ
る
（
よ
い
投
方
の
と
き

　
だ
け
）
そ
し
て
3
4
5
を
ま
わ
り
も
と
へ

　
飼
つ
て
一
点
と
す
る

◎
二
組
で
最
初
ど
ち
ら
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守
る
か
攻
め
る
か

　
き
め
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ヤ
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ケ
ン
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1
か
ぢ
投
げ
た
球
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ふ
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の
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が
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回
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つ
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も
バ
ッ
｝
に
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ら
な
い
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曹
二
番
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と
ら
れ
た
り
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つ
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も
土
に
つ
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な
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鹸
た
り
三
番
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走
つ
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行
く
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に
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き
三
番
に
行
つ
た
り
む
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た
場
合
は
そ
の
人
は
も
う
3
4
5
番
の
蠣

　
所
を
走
る
こ
と
が
出
来
す
死
ん
だ
こ
と
に

，
な
る
三
人
ア
フ
ト
に
な
る
と
交
代
す
る
交

　
代
を
七
回
し
て
点
の
多
い
組
を
勝
と
す
る
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◎
二
組
に
別
れ
て
試
合
（
一
組
九
名
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◎
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に
阿
い
あ
つ
で
位
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に
つ
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◎
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組
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初
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ち
ら
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ボ
ー
〃
を
片
手
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打
つ
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め
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打
つ
こ
と
が
出
来
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◎
打
つ
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皆
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打
つ
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◎
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め
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方
の
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と
・
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ぎ
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の
線
の
中
か
ら
テ
キ
側
の
方
に
球
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片
手
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打
つ
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や
る
テ
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落
さ
ぬ
よ
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し
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反
封
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の
方
に
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全
し
て
や
る
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し
て
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技
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績
げ
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十
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と
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方
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勝
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す
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い
て
い
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う
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土
に
ボ
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け
．
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組
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三
回
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つ
い
た
り
一

　
人
の
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つ
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た
り
◎
の
と
こ
ろ
か
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ら
投
げ
る
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二
同
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外
へ
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し
た
り

　
し
た
時
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れ
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打
つ

メ
　
　
　
　
O
最
寄
部
落
民
の
熟
意
に
慮
い
！

　
　
　
松
代
中
學
捜
P
T
A
組
織
な
る

去
る
五
月
二
十
三
日
松
代
寧
摯
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催
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岩
野
中
学
校
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司
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荷
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β
專
業
計
画
並
予
算
に
就
い
て
は
岩
野
中
学
校
長
よ
り
落
成
問
も
な

　
い
中
学
校
の
事
情
、
内
部
諸
施
設
並
屋
内
外
蓮
動
揚
の
完
備
に
多
大
の
経

　
費
の
所
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調

◎
勉
強
す
る
兄
童
の
身
の
上
を
察
す
に
誠
縄
氣
の
毒
の
点
も
多
々
有
、
こ
れ

　
が
完
備
を
特
に
懇
請
す
る
と
、
も
に
村
予
算
の
現
況
等
を
併
せ
て
説
明
村

　
長
之
に
封
し
答
辮
も
あ
つ
た
が
種
々
の
都
合
に
』
よ
う
理
事
会
に
、
醐
任
す
る

　
こ
と
紅
満
場
一
致
可
決
し
、
六
月
四
日
の
理
事
会
に
お
い
て
左
の
通
り
決

　
定
し
た
が
学
校
当
局
と
し
て
は
致
育
の
満
全
を
期
す
た
め
努
力
す
る
一
方

　
本
事
業
計
画
並
予
算
の
執
行
に
づ
い
て
P
■
A
の
皆
さ
ん
よ
り
協
力
を
願

　
う
旨
懇
請
し
た
。
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六
、
〇
九
〇

　
　
九
，
一
三
〇

　
　
三
、
〇
四
〇

　
一
六
、
七
五
〇

　
　
噸
、
〇
六
〇

　
　
　
　
七
六
〇

二
一
〇
〇
、
．

　
　
　
－
三
四
〇

『
◎
公
民
館
新
聞
實
費
販
責

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謹
告
松
代
印
刷
所

皆
磋
の
御
後
援
に
よ
り
公
民
館
新
聞
の
発
行
も
盆
々
其
の
内
容
記
事
盛
澤
山

　
ち
｝
p
蒙
藍
．
ば
し
い
事
と
存
じ
藩

當
所
に
於
て
即
刷
す
る
様
に
獅
つ
て
か
ら
三
回
目
の
駿
行
で
あ
㌻
ま
す
全
く

の
犠
性
的
ζ
て
奉
仕
致
し
て
居
り
ま
す
　
よ
つ
て
次
回
七
月
號
よ
り
．
一
般
各
4

位
に
實
費
を
以
て
販
賀
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
か
ら
希
望
の
方
は
編
輯
係
及

び
富
印
刷
所
へ
申
込
み
下
さ
ぴ
代
金
は
左
記
の
通
り

　
．
一
，
ケ
月
分
　
【
現
在
発
行
四
頁
】
　
四
円

　
　
　
ゆ

直
接
途
付
御
希
望
の
方
は
登
行
次
第
迅
速
に
発
逡
致
し
ま
す

逡
牌
は
別
に
若
干
頂
き
ま
す
希
望
者
は
御
相
談
下
さ
い

こ
　
轟
　
4
‘
，
●
ε
σ
・
モ
，
Q
、
l
i
…
；

納
期
に
つ
い
て
は
七
月
中
に
牛
額
、
八
月
中
に
孚
額
と
決
定
し
乾

第
二
号
案
に
つ
ひ
て

　
　
　
建
築
委
員
決
定
さ
ろ

磨
舎
請
負
人
の
選
定
に
先
立
ち
左
の
通
り
建
築
委
員
を
選
定
し
た

關關關柳

谷谷谷
　　　貞
義彦辰

雄衛司輔

　樋圃．市

　口谷川

　　政交
　熊
　　一治

　一郎郎

　樋富關
　．ロ，澤餐

　仁恭虎
　太
　郎樫治

磨
舎
請
負
人
に
つ
い
て
は
右
建
築
委
員
に
凶
任
と
な
つ
た

第
三
号
案
に
つ
い
て
線
額
九
千
円
に
原
案
通
り
決
定
各
字
の
創
当
額
滑
暑
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舘民公代松、

頁壬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
翼
蟹
篭
　
　
　
“
　
婁
　
　
0
■

　
　
　
　
◎
旬
　
評
　

柳
　
部
痴

瀧
繹
青
年
会
で
ば
数
年
前
か
ら
毎
月
俳
句
を
募
）
こ
れ
を
文
化
部
の
必
行
蜘

’
項
と
し
て
い
る
、

’
今
月
か
ら
公
民
館
新
聞
の
紙
面
を
借
り
て
多
少
な
舷
と
適
皆
標
砂
澄
慰
p
箕

な
れ
ば
幸
甚
選
者
と
し
て
指
導
の
重
任
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
が
率
々
謄
う
ま

．
り
に
進
ま
す
、
お
恥
ル
や
次
第
で
あ
る
が
、
・
こ
れ
略
修
養
の
一
つ
と
し
て
母

顔
む
く
も
筆
を
取
ら
せ
て
い
た
y
き
ま
す
。

O
畦
塗
り
て
顔
中
泥
忙
ま
み
れ
け
り

O
汗
と
泥
に
ま
み
れ
て
畦
を
塗
画
C
嫉
り

　
　
　
ど
ち
ら
も
実
域
の
あ
ふ
れ
て
》
　
」
で
　
が
、
顔
中
泥
と
に
鷲
つ
て

　
　
　
し
ま
う
よ
ら
汗
乏
泥
に
ま
み
れ
て
・
6
つ
流
方
が
薮
倍
力
が
あ
る

・
O
塗
り
た
て
の
畦
に
小
さ
き
鳥
の
あ
と

O
沿
り
た
て
の
畦
に
夕
陽
の
光
り
け
り
』

　
　
　
雨
句
は
小
さ
レ
鳥
の
あ
と
を
発
見
し
た
熱
ら
し
い
細
か
な
心
澄
、
後

　
　
　
句
は
で
ら
！
＼
夕
陽
に
光
る
畦
を
讃
美
）
た
男
ら
し
い
表
現
、
然
し

　
　
　
夕
陽
の
光
は
李
凡
、
小
さ
き
鳥
の
あ
ε
』
見
漣
さ
な
か
つ
た
努
き
は

　
　
　
大
い
．
に
賞
揚
し
た
い

O
手
揃
い
の
畦
塗
り
早
く
鳳
か
ど
も
ぬ

O
手
ぎ
わ
よ
く
畦
の
・
塗
ら
れ
て
あ
つ
に
け
り

○
笠
程
の
田
も
畦
ね
つ
て
あ
り
に
け
り

　
　
　
三
ク
と
も
す
ら
く
と
鳥
生
さ
れ
た
い
や
み
の
　
蟻
福
．
で
す
。

　
　
　
山
地
の
青
年
ら
し
い
言
葉
遣
眞
面
目
さ
が
は
つ
き
も
表
舞
さ
れ
て
い

　
　
　
ま
す
。

○
畦
塗
り
も
あ
と
一
息
と
な
り
に
け
り

0
畦
塗
与
も
後
一
枚
と
な
り
に
け
b

　
　
　
同
じ
と
こ
ろ
に
着
眼
し
た
句
で
す
が
、
あ
と
一
息
と
い
つ
た
方
が
作

　
　
　
業
の
苦
し
さ
を
想
起
さ
せ
る
に
カ
が
あ
る
よ
う
で
す

｝
O
あ
ぜ
澱
り
の
腰
の
痛
さ
を
こ
ら
へ
け
り

　
　
　
ま
つ
た
く
御
同
情
に
堪
え
ま
せ
ん
が

O
塗
り
終
え
し
畦
を
眺
め
て
ほ
、
笑
み
ぬ

　
　
　
こ
の
歎
び
を
味
子
に
は
や
つ
ば
か
前
句
の
様
な
苦
勢
が
あ
つ
て
こ
そ

　
　
　
は
じ
め
て
ほ
、
笑
ま
れ
る
も
の
・
一
．
笑
千
．
金
の
値
が
あ
り
ま
す
。

O
塗
ゑ
た
て
の
畦
に
豪
雨
の
降
り
を
、
ぐ

　
　
　
農
村
文
学
に
有
位
を
占
め
る
俳
句
そ
れ
に
親
し
め
る
農
村
青
年
嫉
幸

　
　
　
編
で
す
。

　
　
　
こ
ん
な
ひ
ど
い
雨
降
り
に
畦
塗
り
な
ど
い
や
だ
く
早
の
止
め
て
映

　
　
　
画
で
も
見
に
行
こ
う
と
考
え
た
ら
お
し
ま
い
。

　
　
　
・
～
の
青
年
は
如
何
に
も
勤
勢
を
愛
す
そ
賀
面
目
な
若
人
で
す
。
、

　
　
　
汗
仁
ま
み
れ
て
立
振
に
塗
り
上
げ
た
ぱ
か
ゆ
の
陛
に
よ
う
し
や
な
く

　
　
　
叩
き
つ
け
る
豪
、
雨
、
激
怒
、
悲
憤
、
．
あ
き
ら
め
、
痛
快
汲
め
ど
も
鐙

　
　
　
、
き
ぬ
豊
か
な
句
量
、
今
月
の
最
優
秀
句
で
す
。

O
山
里
を
う
づ
め
つ
く
し
て
若
葉
か
な

O
何
処
見
て
も
績
く
限
り
は
若
葉
か
な

　
　
　
同
じ
情
景
を
詠
つ
た
句
で
す
が
李
凡
で
す

O
ほ
ん
の
り
と
匂
い
た
y
ゆ
る
若
葉
か
な

　
　
　
若
葉
と
い
う
と
大
低
見
た
戚
じ
を
詠
ん
で
い
る
も
の
で
す
が
、
こ
の

　
　
　
句
は
臭
発
を
働
ち
か
せ
て
優
し
い
若
葉
を
い
と
ほ
し
む
愛
惰
の
豊
か

　
　
　
さ
が
戚
ぜ
ら
れ
ま
す
。

O
花
な
き
か
お
地
藏
さ
ん
に
若
葉
か
な

　
　
　
俳
句
に
理
屈
は
禁
物
、
花
な
き
か
と
言
つ
て
レ
ま
ウ
て
砿
折
角
若
葉
・

　
　
　
を
上
げ
た
人
の
氣
持
を
こ
れ
し
て
し
ま
い
ま
す
『
楓
蔚
葉
お
地
殿
ざ

　
　
　
ん
に
供
え
け
り
』
と
で
も
詠
ん
だ
ら
ど
う
で
し
よ
う
，

○
裏
山
の
若
葉
に
映
え
る
夕
日
か
な

　
　
　
俳
句
嫁
一
字
一
句
も
お
ろ
そ
か
に
出
未
ま
せ
ん
裏
山
に
映
え
る
夕
日

　
　
　
は
若
葉
・
昌
今
・
。
紅
葉
が
ぴ
つ
た
り
し
ま
す
若
と
紅
の
一
字
の
違
い
で

　
　
　
初
夏
ご
秋
の
季
節
建
い
と
な
う
旬
境
も
『
嚢
山
の
紅
葉
に
映
え
る
夕

　
　
　
B
か
な
』
の
方
が
｝
段
と
映
3
－
、
来
ま
す
短
詩
の
荘
意
す
ぺ
き
と
こ

　
　
　
ろ
ま
た
俳
ク
の
む
づ
か
し
い
ご
こ
ろ
〕
、
に
あ
り
こ
の
ク
よ
り
も

≦
ゆ
葺
」
∂
一
侮
曽
萎
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
蓼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
5
鷺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋 ．

鳩
≧
．
．
薯
茎
一
’
一
σ
3
　
　
。
ゐ
9
｛
9
9
さ
8
・
9
，
、
，
．
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
－
峯
．
5
，
，
．
い
，
．
馨
書
♂

　
C
朝
露
の
猜
恥
で
、
亭
．
主
ー
ド
．
一
．
の
光
ぢ
げ
り

　
　
　
　
こ
の
！
の
方
が
若
葉
乏
し
て
、
は
ぴ
つ
た
与
し
て
い
ま
す
。

　
○
濃
く
淡
！
、
汐
、
」
し
』
り
み
、
の
若
葉
か
な

　
．
○
濃
く
淡
く
山
は
み
ど
り
と
な
り
に
け
り

　
　
　
　
廟
．
姻
く
淡
く
で
す
か
ら
、
た
g
み
ど
り
だ
け
で
は
翼
自
く
あ
ゆ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
、
｝
れ
は
や
つ
ば
り
前
ク
の
様
に
色
と
り
み
＼
の
と
詠
ん
だ
方
が
籔
段
良

　
　
　
　
く
な
う
ま
す
。

　
　
姿
見
に
青
業
の
う
つ
ξ
窓
辺
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
、
す
が
ノ
、
し
い
朝
の
窓
辺
に
、
ふ
と
鏡
に
う
つ
た
青
葉
を
発
見
し
π
麗

　
　
　
　
入
の
ひ
壱
み
の
美
し
さ
、
ふ
く
よ
か
な
頬
、
あ
で
や
か
さ
、
優
秀
ク

OO．
O
ぜ
ん
ま
い
、
の
干
さ
れ
て
あ
り
し
留
守
屋
力
な

O
．

ぜ
ん
ま
い
の
綿
を
取
る
手
の
忙
し
く

　
夕
飯
後
電
灯
の
下
で
子
守
唄
で
も
歌
い
な
が
ら
せ
つ
せ
と
綿
取
り
を
し

　
て
い
る
母
の
姿
が
一
讃
眼
雨
に
浮
び
ま
す

バ
手
ま
り
ぜ
ん
ま
い
綿
で
作
り
け
り

　
．
取
つ
た
綿
を
捨
て
る
に
は
惜
し
い
、
．
昔
の
子
供
の
頃
を
思
い
出
む
て
優
、

　
・
し
い
母
は
糸
手
ま
り
を
作
つ
て
ぺ
れ
ま
し
た
。

　
だ
が
惜
し
い
こ
と
に
昔
の
楼
に
美
む
い
色
糸
が
足
り
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
田
舎
は
の
ん
氣
で
す
い
く
ら
呼
ん
で
も
返
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
庭
一
ば
い
に
ぜ
ん
ま
い
が
干
さ
れ
て
あ
る
の
で
す
か
ら
う
そ
う
何
時
ま

　
一
で
も
留
守
に
は
出
未
な
い
で
し
よ
う
が
。

　
あ
賜
ら
の
方
で
ユ
ク
ソ
コ
ツ
コ
と
鶏
が
な
い
て
い
ま
す
。

　
眞
白
い
卵
が
眼
に
ち
ら
つ
き
ま
す
α

ぜ
ん
ま
い
の
庭
一
ば
い
に
乾
さ
れ
け
り

　
五
月
の
太
陽
は
あ
く
ま
で
明
る
く
照
り
つ
け
て
い
ま
す
。

　
せ
ん
ま
い
の
匂
い
が
つ
ん
／
、
レ
ま
す
。

O
崖
端
の
せ
ん
ま
い
大
き
く
太
り
け
り

　
　
　
危
険
で
誰
も
寄
り
つ
け
ぬ
か
ら
で
し
よ
う
ね

O
ぜ
ん
ま
い
と
り
今
β
は
ど
こ
ま
で
行
つ
牝
や
ち

　
　
　
千
代
女
の
グ
に
有
名
塗
『
と
ん
ぼ
つ
り
今
潟
は
ど
こ
ま
で
行
つ
た
や
ら
』
、

　
　
　
　
と
い
う
の
が
あ
ウ
ま
す
。

　
　
　
教
科
書
に
出
て
い
ま
す
ね
。

　
　
　
勉
強
し
て
い
畜
人
の
作
と
は
思
う
が
自
己
独
特
の
作
で
あ
り
亡
い
で
す

　
　
　
先
人
の
ク
を
学
ぷ
こ
と
は
大
切
で
す
が
そ
れ
を
利
用
す
各
こ
と
は
愼
し

　
　
　
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
O
列
ね
し
て
崖
の
薄
ん
ま
い
ほ
峡
て
居
り

O
行
列
を
な
し
て
せ
ん
ま
い
ほ
け
に
け
り

　
　
　
作
者
の
苦
吟
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
り
ま
す
。

　
　
　
僅
か
十
七
書
の
短
詩
で
す
。

　
　
　
余
程
き
り
つ
め
な
い
と
う
ま
く
ま
と
ま
舷
ま
せ
ん
。
、

　
　
　
出
来
る
だ
け
む
だ
を
省
か
な
け
れ
ぱ
塗
り
ま
せ
ん
マ

　
　
　
行
列
を
な
し
て
よ
り
－
列
な
し
て
の
方
が
簡
潔
で
よ
ろ
し
い
。

　
　
　
ま
た
、
た
y
せ
ん
ま
い
ほ
け
に
け
り
よ
り
崖
の
せ
ん
ま
い
ほ
妙
て
居
サ

　
　
　
　
と
言
つ
た
方
が
瘍
所
遇
は
つ
き
り
す
る
し
》
ほ
砂
て
居
ケ
で
列
を
な
し

　
　
　
で
出
て
い
る
せ
ん
ま
い
に
驚
い
て
い
る
榛
子
、
取
り
た
ぴ
け
鹸
ど
恐
ろ

　
　
　
し
い
。

　
　
　
千
々
に
乱
れ
る
乙
女
心
が
優
し
く
美
し
く
表
現
．
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
優
秀
句
】
．
　
　
　
以
上

◎
奪
考
食
霰
蓼
設
淫
し
空
般
餐
の
作
品
讐
し
ぐ
嚢

　
稿
下
さ
い

期
a
は
随
時

　
◎
●

●
●
o

ひ

頭

1亀1、“粒
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第
四
号
案
に
つ
い
て

予
定
申
告
の
指
導
会
の
開
催
日
時
決
定
さ
群
ま
し
た
か
ら
各
部
落
共
多
鋲

御
出
席
下
さ
い

日
　
　
時
．
・
　
ふ
ハ
月
二
十
一
二
日
午
“
醐
十
．
時
よ
り
・

場
灰
松
代
公
艮
館

滲
築
颪
域
　
松
k
．
．
太
挙
　
菅
刈
　
小
荒
戸
　
田
擢
　
小
猷
九
　
池
之
畑

　
　
　
　
　
下
山
　
千
年
　
池
尻
　
蓬
婚

山
ハ
月
二
十
四
R
”
午
前
十
時
よ
り

　
　
　
　
孟
地
小
学
校

　
　
　
　
　
東
山
　
悔
老
　
犬
伏
　
孟
地
　
片
桐
由
　
瀧
濠
　
車
子

　
　
　
　
　
苧
島
　
荒
瀬

六
”
二
十
五
p
午
薗
十
時
よ
り

　
　
　
　
清
水
小
学
栓

　
　
　
　
　
食
澤
清
水
，
桐
山

右
の
よ
う
に
日
罰
を
決
定
は
し
ま
し
た
が
部
薦
の
日
割
の
時
に
都
合
が
出

來
兼
ね
る
方
は
前
口
か
次
の
日
の
會
嶺
で
指
導
を
受
け
ら
“
る
撮
申
添
え

て
お
き
玉
へ
す
、

第
五
号
案
に
つ
い
て

　
⑨
戸
籍
手
勲
料
の
髄
上
．
．
　
一
枚
ニ
ヤ
円
と
な
る

　
　
六
月
一
潟
よ
り
法
律
に
よ
サ
左
の
通
り
改
定
さ
る

　
O
β
籍
謄
抄
本
、
闘
覧
、
証
明
一
救
に
つ
き
二
Q
円

　
O
き
留
謄
抄
本
一
枚
に
つ
き
†
八
円

　
○
そ
の
他
村
繰
例
に
規
定
さ
れ
て
い
る
謹
明
等
は
條
例
改
斑
ま
で
現
行

　
　
　
ま

　
　
の
十
二
円
で
あ
る

第
六
銃
漿
に
つ
い
て

　
か
へ
ら
沁
夫
を
、
そ
し
て
父
を
、
兄
を

、
引
あ
げ
蓮
進
援
護
の
た
め
に

■
松
代
村
愛
の
運
勤
結
成
さ
る

共
の
”
日
酌
は
，
A
■
術
か
へ
ら
す
異
圃
剛
の
地
に
辛
黄
を
藤
骨
め
て
身
心
共
に

疲
れ
果
て
、
瞬
國
に
か
へ
る
日
を
唯
一
の
希
望
に
只
讐
そ
の
E
を
特
つ
て

い
る
詞
胞
と
、
こ
れ
．
等
、
肉
魏
の
身
に
思
を
い
ね
し
引
揚
の
嶋
日
も
早
く
完

了
す
る
よ
う
努
力
と
協
ガ
を
爲
す
ご
共
に
、
か
へ
ら
n
夫
を
、
そ
し
て
父

を
待
つ
遺
豪
旋
再
起
に
著
斗
す
る
引
揚
岡
胞
萄
病
の
身
龍
憂
悶
の
日
を
逞

る
人
々
を
鋤
ま
し
力
づ
げ
明
る
い
肚
会
の
建
設
を
目
飼
ε
す
る

愛
の
蓮
動
の
規
約
並
に
会
長
以
下
委
員
も
決
定
さ
れ
た
　
（
省
略
）

．
》

董
磯
韮
4

費
，
3
認
－

　
　
　
騰
慧
．
物
，
、

　
　
　
　
曝

　
　
　
　
　
　
、

　
ぬ．
ξ

　
　
　
再

　
　
　
　
田
の
草
取
参
　
　
（
除
　
草
）
　
村
　
　
山
　
　
幸
　
　
藁

水
田
の
田
の
草
取
の
作
業
は
稽
の
じ
や
ま
に
ね
る
維
草
を
除
く
事
と
温
い
熱

、
酸
素
を
耕
土
に
入
れ
て
土
の
既
態
を
よ
《
し
肥
厩
の
き
、
を
よ
ぐ
し
稻
⑳

．
発
育
を
促
す
の
が
ね
ら
い
で
あ
る
α

田
の
草
取
り
に
は
手
で
取
る
こ
と
、
畜
力
で
取
る
こ
と
、
鶏
鵜
で
と
る
こ
と

の
三
ッ
が
あ
る
が
、
手
で
と
る
こ
と
の
他
は
後
に
譲
り
こ
、
で
は
手
で
取
る

こ
と
（
除
草
機
を
含
む
）
だ
け
に
つ
い
て
逃
ぺ
る
こ
と
に
す
る
。

臼
除
草
の
同
勲

除
草
の
回
救
は
三
ヨ
四
周
が
適
當
で
あ
る
が
一
回
除
草
よ
砂
三
回
除
草
の
塙

合
二
割
位
は
壇
牧
す
る
。
ど
の
田
も
三
回
除
草
ま
で
は
や
う
ま
し
や
う
．

　
　
　
　
試
　
　
験
　
　
戒
　
　
績

mO

牧　9｛》

量

比

　　’60

寧’　曝

四
回
除
草
匹

三
飼
除
草
縄
、

二
嗣
除
草
圏

樋
回
除
隼
催
、

除
草
を
し
な
、
い
魑

⇔
早
期
除
草

　
同
じ
三
凹
除
草
を
や
一
〇
に
し
て
急
第
一
回
が
ら
早
目
／
、
に
と
立
上
り
の

　
早
い
や
り
方
は
お
多
、
い
や
り
方
に
比
べ
て
雑
草
を
繁
戎
さ
せ
争
除
草
勢
力

　
が
少
く
て
す
み
、
米
も
二
1
三
割
壇
収
す
．
る

　
古
言
に
〃

　
上
農
は
草
を
児
す
し
て
華
を
取
り
中
農
は
草
を
見
て
草
を
と
り
、
下
農
嫡

　
草
を
見
て
草
を
と
ら
す
〃
と
言
つ
て
い
る
が
眞
に
そ
の
遽
り
で
、
草
の
生

之
な
か
う
も
に
暴
除
草
に
か
・
り
止
草
は
出
藝
芋
β
位
前
を
目
標
で

　
や
る
こ
と
が
よ
い
。
．
水
利
の
條
件
等
で
早
期
の
着
手
が
出
来
な
い
鳩
合
も

　
あ
る
が
黄
の
状
態
も
大
切
で
疏
代
で
肥
ぎ
れ
乙
た
苗
や
、
．
老
化
し
た
苗
は

　
田
植
後
の
活
着
が
悪
く
除
草
の
皐
期
着
手
が
で
き
な
い
か
ら
注
意
を
嬰
す

　
る
．

目
除
草
ぱ
寒
暖

　
暖
い
日
の
除
草
は
塞
い
掴
の
除
草
～
噸
壇
収
し
同
じ
理
く
，
つ
で
日
中
の
除

　
草
は
朝
夕
の
除
草
．
よ
り
塘
牧
す
る

　
　
　
　
　
　
試
　
　
験
　
・
戒
　
　
績

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潟
中
除
草
綴
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夕
方
除
草
蹟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
除
草
優
．

　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
　
　
　
ロ
い
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
う
ち

　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
牧
　
敏
，
．
比
　
奉

除さう

に
當
つ
て
は
朝
夕
の
休
息
時
問
を
⑳
ば
し
嘗
賎
の
時
閥
を
つ
め
㍉
又

雨
の
寒
い
肩
に
は
購
れ
た
暖
い
B
ま
で
延
ぺ
る
ζ
と
で
も
其
の
効
果
を
あ
げ

る
上
に
は
大
切
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
聖

’


